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※森林整備面積には、県事業、県補助事業、市町村事業、ボランティア等による整備を含みます。
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地球温暖化の防止　数値目標

指標 単位
現状

年度 数値 年度

目標

温室効果ガス排出量

環境ＧＳ認定等事業者

LED式の信号灯器の整備率

再生可能エネルギー導入量

燃料用チップ・ペレット生産量

間伐等森林整備面積

千 t-CO2/ 年

事業者

％

kWh/ 年

㎥ / 年

ha/ 年

H25

H25

H26

H26

H26

H26

H32

H31

H31

H31

H31

H31

18,699

2,560

約 49.4

40億

20,997

2,267

数値

17,249

4,600

約 65.3

52億

110,000

3,500

１　生態系に応じた自然環境の保全と再生
２　野生鳥獣対策と外来生物対策への取組
３　自然とのふれあいの拡大
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第１節 生態系に応じた自然環境の保全と再生

○本県は本州のほぼ中央に位置し、標高差が2,500ｍを超えるなど、変化に富んだ地形を有しています。

この県土に利根川を軸とする河川が葉脈のように広がり、恵まれた水系を背景としながら、多種多様な

野生動植物が生息・生育しています。

○農林業などに伴うさまざまな人間の活動を通じて二次的な自然環境が維持されてきましたが、中山間

地域を中心に管理や耕作の放棄などの大きな環境変化を受け、生物多様性の劣化が懸念されています。

○「群馬県の絶滅のおそれのある野生生物（県レッドデータブック＊１）」平成24(2012)年改訂版の掲載種

数は表１のとおりで、平成12(2000)年の初刊行時より増えています。

○「群馬県希少野生動植物の種の保護に関する条例（種の保護条例）」を平成26(2014)年12月に制定し、

平成27(2015)年８月には特に保護を図るべきものとして11種の野生動植物を、当該条例に基づき特

定県内希少野生動植物種＊２に指定しました。

○河川に生息する多くの魚は、河川の本流・支流を季節によって移動しながら生息していますが、河川に

は砂防堰堤や洪水調節ダムなど様々な河川横断構造物が設置され、魚類の遡上降下の妨げになってい

る場所が数多く存在しています。

○河川改修において、川の作用でもともと形成されていた多様な自然環境が失われることや、生物の生息

環境にダメージを与えることがあります。

○尾瀬は平成17(2005)年11月、渡良瀬遊水地は平成24(2012)年７月、芳ヶ平湿地群は平成27(2015)

年５月に、湿地とそこに生息・生育する野生動植物の保全と賢明な利用の促進を目的としたラムサール

条約＊３に基づく国際的に重要な湿地として登録されました。

○特に、美しい自然と貴重な生態系を持ち、自然の宝庫と言われている尾瀬は、過去において幾多の開発

の波にさらされましたが、その都度、人々の懸命な努力により守られてきました。また、ごみ持ち帰り運

動の発祥の地でもあることから「自然保護の原点」と言われており、環境教育の場としても優れたフィ

ールドです。

○尾瀬は、年間30万人を超える入山者が訪れ、入山者の適正な利用と自然環境の保全とのバランスを図

ることが大きな課題です。

○環境に関する県民アンケート結果では、生物多様性について「よく知っている。」は13.7％にとどまり、

内閣府の世論調査結果（平成26(2014)年）より3.0ポイント低い数値となっています。ただし、「意味は

知らないが、言葉は聞いたことがある。」について、県民アンケート結果では48.6％で、世論調査結果を

11.1ポイント上回りました。

○生物多様性の保全に対する取組の支持について、環境に関する県民アンケート結果では「生活の便利さ

がある程度制限されても、生物が生息等できる環境の保全を優先する。」は26.3％でした。

表１：県レッドデータブック掲載種数
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現状と課題

○希少野生動植物の保護を進めるため、県レッドデータブック改訂版等を活用し、自然環境や動植物の生

息・生育状況等のモニタリングの実施、掲載種やその絶滅に向かわせている要因の周知などに努めま

す。

○県レッドデータブック掲載種の増加や、掲載種においては絶滅のおそれの度合いが高まらないように、

種の保護条例の適切な運用に努めながら生息・生育環境の保全と盗採や違法捕獲の防止を進めます。

○人々の「いのち」と「暮らし」を支える生物多様性について、一層の県民の理解促進に努めます。

○河川の縦断的連続性を確保するために、必要に応じて河川横断構造物に魚道を整備し、魚類の生息環境

の改善を図ります。

○河川改修にあたっては、目的である治水機能を確保するとともに、河川が本来有する河川環境及び自然

環境面での機能が十分に発揮されるような整備に努めます。

○尾瀬における環境負荷を軽減するとともに、適正利用を推進するため、鳩待峠口への利用集中の是正を

図ります。

○尾瀬を通して群馬の子どもたちの自然を守る意識を醸成し、郷土を愛する心を育むことを目的とした

環境教育として、「尾瀬学校」を推進するとともに、より安全で効果的な実施方法等について、検討しま

す。

○尾瀬の生態系を維持するため、調査研究や、植生回復を実施します。
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